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UCS Managerのサービスプロファイル
サービスプロファイルは、単一のサーバおよびそのストレージとネットワークの特性を定義し

ます。Cisco UCS Managerおよび UCS Miniのサービスプロファイルを作成できます。サービ
スプロファイルがサーバに導入されると、UCS Managerは、サービスプロファイルで指定さ
れた設定に一致するよう、サーバ、アダプタ、ファブリックエクステンダ、ファブリックイ

ンターコネクトを自動的に設定します。

サービスプロファイルには、次の 4種類の情報が含まれています。

• [Server definition]：プロファイルに適用するために必要なリソース（特定のシャーシに挿
入された特定のサーバやブレード）を定義します。

• [Identity information]：UUID、各仮想 NIC（vNIC）のMACアドレス、各 HBAのWWN仕
様が含まれます。

• [Firmware revision specifications]：特定のテスト済みのファームウェアリビジョンをインス
トールする必要がある場合、またはその他の理由で特定のファームウェアを使用する必要

がある場合に使用します。
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• [Connectivity definition]：ネットワークアダプタ、ファブリックエクステンダ、および親
インターコネクトを設定します。ただし、この情報には各ネットワークコンポーネントの

設定方法の詳細が含まれていないため抽象的です。

UCSシステムは、サーバ IDを継承するサービスプロファイルとサーバ ID をオーバーライド
するサービスプロファイルの 2つのタイプのサービスプロファイルを提供しています。

サーバ IDを上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファ

イルでは、アソシエーション時にサーバに設定されていた ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソースプールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービスプロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付ける

ことができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプール

ポリシーを通じて行うこともできます。UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出
荷時の設定は、サービスプロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更

はネットワークに対して透過的です。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークで

コンポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソー

スを利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定の

ハードウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイル

を Cisco UCSドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバのどちらか

に関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイ

ルの移行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

（注）
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サーバ IDを継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは

特定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありま

せん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定
情報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBA
のWWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨

事項
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含まれるポリシー（ロー

カルディスク設定ポリシーなど）やプールに固有のガイドラインと推奨事項に加え、サービス

プロファイルとサーバを関連付ける機能に影響する以下のガイドラインと推奨事項も順守して

ください。

ラックマウントサーバで設定できる vNIC数の制限

Cisco UCS Managerと統合されているラックマウントサーバでは、Cisco UCS P81E仮想イン
ターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）などのサポート対象のアダプタごとに最大 56の vNIC
を設定できます。
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ラックマウントサーバの電力制限はサポート対象外

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられて

いるサービスプロファイルに電力制御ポリシーを含めた場合、そのポリシーは実行されませ

ん。

vNICに関する QoSポリシーのガイドライン

QoSポリシーの優先順位の設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）ではない場合にの
み、そのポリシーを vNICに割り当てることができます。QoSポリシーの優先順位に他のシス
テムクラスを設定できます。

vHBAに関する QoSポリシーのガイドライン

QoSポリシーの優先順位の設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）である場合にの
み、そのポリシーを vHBAに割り当てることができます。

QoSポリシーのホスト制御設定は vNICにのみ適用されます。vHBAには影響しません。

インバンドサービスプロファイル

インバンドサービスプロファイルの設定

この手順は、インバンドサービスプロファイルの作成方法を示しています。

Cisco UCS Manager GUIで、[Equipment]タブのサーバ CIMCを使用するようにアウトオブバン
ド設定を設定したすべてのCiscoUCSM3およびM4サーバは、インバンドプロファイルに従っ
て、自動的にインバンドネットワーク（VLAN）および IPv4/IPv6設定を取得します。インバ
ンドプロファイル設定からネットワークまたは IPプール名を削除すると、サーバのインバン
ド設定がインバンドプロファイルから取得された場合は、サーバからインバンド設定が削除さ

れます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクのコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A # scope eth-uplinkステップ 1

インバンドプロファイルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope inband-profileステップ 2

インバンドプロファイルのネットワー

クグループ名を設定します。

UCS-A /eth-uplink/inband-profile # set
net-group-name vlan-group-name

ステップ 3

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

インバンドプロファイルのデフォルト

VLANを設定します。
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set
default-vlan-name vlan-name

ステップ 4

インバンドプロファイルのデフォルト

IPを設定します。
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set
default-pool-name pool-name

ステップ 5

監視期間を設定します。この期間が過ぎ

ると、下位のファブリックインターコ

UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set
monitor-interval interval

ステップ 6

ネクトへのフェールオーバーが行われま

す。1～ 5秒の範囲で設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/inband-profile* #
commit-buffer

ステップ 7

例

次の例では、インバンドサービスプロファイル inband-profileを作成し、ネットワー
クグループ名を inband-vlan-groupに、デフォルトのVLANを Inband_VLANに、IPプー
ルを inband_defaultに、monitor-intervalを 5秒にそれぞれ設定し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A #scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope inband-profile
UCS-A /eth-uplink/inband-profile # set net-group-name inband-vlan-group
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set default-vlan-name Inband_VLAN
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set default-pool-name inband_default
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # set monitor-interval 5
UCS-A /eth-uplink/inband-profile* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/inband-profile #

インバンド管理サービスプロファイルの設定

この手順は、インバンド管理サービスプロファイルを設定する方法について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

組織コンフィギュレーションモードを

開始します。

UCS-A# scope org /ステップ 1

指定されたサービスプロファイルを作

成し、サービスプロファイルのコン

UCS-A /org # create
service-profilesp-name

ステップ 2

フィギュレーションモードを開始しま

す。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定された管理インターフェイスを作

成し、管理インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # create
mgmt-ifacein-band

ステップ 3

管理VLANを作成し、管理VLANコン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface #
create mgmt-vlan

ステップ 4

管理VLANのネットワーク名を設定し
ます。

UCS-A/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan
# set network-name network-name

ステップ 5

外部 IPプールを作成し、IPプールコ
ンフィギュレーションモードを開始し

ます。

UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan
# create ext-pooled-ip

ステップ 6

外部 IPv4プールの名前を設定します。UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip
# set name pool-name

ステップ 7

IPv4プールコンフィギュレーション
モードを終了します。

UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip
# exit

ステップ 8

外部 IPv6プールを作成し、IPv6プール
コンフィギュレーションモードを開始

します。

UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan
#create ext-pooled-ip6

ステップ 9

外部 IPv6プールの名前を設定します。UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6
# set name pool-name

ステップ 10

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6
# commit-buffer

ステップ 11

例

次の例では、サービスプロファイル名 inband_spを作成して、in-bandという名前の管
理インターフェイスを設定し、管理VLANを作成して、ネットワーク名を Inband_VLAN
に設定し、外部 IPv4プールを作成してその名前を inband_defaultにし、外部 IPおよび
外部 IPv6管理プールを作成して、両方のプールの名前を inband_defaultに設定し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # create service-profile inband_sp
UCS-A /org/service-profile* # create mgmt-iface in-band
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface* # create mgmt-vlan
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan* # set network-name Inband_VLAN
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan* # create ext-pooled-ip
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip* # set name inband_default
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip* # exit

サービスプロファイルの設定
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UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan* # create ext-pooled-ip6
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6* # set name inband_default
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6 # exit
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface/mgmt-vlan # exit
UCS-A /org/service-profile/mgmt-iface # exit

次のタスク

サーバにインバンド管理インターフェイスのサービスプロファイルを関連付けます。

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド設定を削除する方法について説明しま

す。

デフォルト VLAN名とデフォルトプール名を使用して Cisco UCS Managerでインバンドプロ
ファイルが設定されると、サーバCIMCは、サービスプロファイルから設定を削除後、1分以
内にインバンドプロファイルからインバンド設定を自動的に取得します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

組織コンフィギュレーションモードを

開始します。

UCS-A# scope org /ステップ 1

組織プロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

UCS-A/org # scope service-profile blade1ステップ 2

指定されたサービスプロファイルを削

除します。

UCS-A/org/service-profile # delete
mgmt-ifacein-band

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/org/service-profile # commit-bufferステップ 4

例

次に、サービスプロファイル blade1にスコープし、管理インターフェイスインバン
ドを削除して、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile blade1
UCS-A /org/service-profile # delete mgmt-iface in-band
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile
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CIMCでのインバンド管理の設定
この手順では、プールされた IPのサーバ CIMC上でのインバンド管理を設定する方法につい
て説明します。

サービスプロファイルの設定
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（注）
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インバンド管理 IPアドレスをスタティック IPアドレスに設定することは、インバンド管理 IP
アドレスをプール済み IPアドレスに設定する手順と同様です。次の例では、in-bandと命名し
たシャーシ 1のサーバ 1に管理インターフェイスを作成し、IPv4および IPv6の状態をスタ
ティックに設定して、トランザクションをコミットします。この例では、さらに、管理VLAN
を作成し、外部スタティック IPv4を作成して開き、外部スタティック IPv6を作成して開い
て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # scope cimc
UCS-A /chassis/server/cimc # create mgmt-iface in-band
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # set ipv4state static
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # set ipv6state static
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface # show detail

External Management Interface:
Mode: In Band
Ip V4 State: Static
Ip V6 State: Static
Is Derived from Inband Profile: No

UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface # set
ipv4state IpV4State
ipv6state IpV6State
mode Mode

UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface # create mgmt-vlan
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan* # create ext-static-ip
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip* # set addr x.x.x.1
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip* # set subnet 255.255.255.0
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip* # set default-gw x.x.x.254
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip # up
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan # create ext-static-ip6
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip6* # set addr
xxxx:xxxx:xxxx:1::
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip6* # set default-gw
xxxx:xxxx:xxxx:1::0001
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip6* # set prefix 64
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip6* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-static-ip6 # up
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan # show detail expand

External Management Virtual LAN:
Network Name:
Id: 1

External Management Static IP:
IP Address: x.x.x.1
Default Gateway: 10.193.1.254
Subnet: 255.255.255.0
Primary DNS IP: 0.0.0.0
Secondary DNS IP: 0.0.0.0

External Management Static IPv6:
IP Address: xxxx:xxxx:xxxx:1::
Default Gateway: xxxx:xxxx:xxxx:1::0001
Prefix: 64
Primary DNS IP: ::
Secondary DNS IP: ::

サービスプロファイルの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server
chassi-numserver-num

ステップ 1

CIMCコンフィギュレーションモード
を開始します。

UCS-A /chassis/server # scope cimcステップ 2

指定された管理インターフェイスを作

成し、管理インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /chassis/server /chassis/server/cimc
# create mgmt-ifacein-band

ステップ 3

IPv4状態を pooledに設定します。UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface*
# set ipv4state pooled

ステップ 4

IPv6状態を pooledに設定します。UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface *#
set ipv6state pooled

ステップ 5

管理VLANを作成し、管理VLANコン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface*
# create mgmt-vlan

ステップ 6

管理VLANのネットワーク名を設定し
ます。

UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan*
# set network-name network-name

ステップ 7

外部 IPv4プールを作成し、IPv4プール
コンフィギュレーションモードを開始

します。

UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan*
# create ext-pooled-ip

ステップ 8

外部 IPv4プールの名前を設定します。UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip*
# set name pool-name

ステップ 9

IPv4プールコンフィギュレーション
モードを終了します。

UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip*
# exit

ステップ 10

外部 IPv6プールを作成し、IPv6プール
コンフィギュレーションモードを開始

します。

UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan*
#create ext-pooled-ip6

ステップ 11

外部 IPv6プールの名前を設定します。UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6*
# set name pool-name

ステップ 12

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6*
# commit-buffer

ステップ 13

サービスプロファイルの設定
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例

次の例では、in-bandという名前のサーバ 1のシャーシ 1上で管理インターフェイスを
作成し、IPv4および IPv6状態を pooledに設定して、管理VLANを作成し、ネットワー
ク名を Inbandにして、外部 IPv4プールを作成し、その名前を inband_defaultに設定し
ます。外部 IPv6プールを作成してその名前を inband_defaultに設定し、トランザクショ
ンをコミットします。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # scope cimc
UCS-A /chassis/server/cimc # create mgmt-iface in-band
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # set ipv4state pooled
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # set ipv6state pooled
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface* # create mgmt-vlan
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan* # set network-name Inband
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan* # create ext-pooled-ip
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip* # set name Inband_default
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip* # exit
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan* # create ext-pooled-ip6
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6* # set name Inband_default

UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc/mgmt-iface/mgmt-vlan/ext-pooled-ip6 #

CIMCからのインバンド設定の削除
この手順は、サーバ CIMCからインバンド設定を削除する方法について説明します。

デフォルト VLAN名とデフォルトプール名を使用して Cisco UCS Managerでインバンドプロ
ファイルが設定されると、サーバCIMCは、サービスプロファイルから設定を削除後、1分以
内にインバンドプロファイルからインバンド設定を自動的に取得します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを

開始します。

UCS-A# scope server
chassi-numserver-num

ステップ 1

CIMCコンフィギュレーションモードを
開始します。

UCS-A /chassis/server # scope cimcステップ 2

指定されたサービスプロファイルを削

除します。

UCS-A /chassis/server /chassis/server/cimc
# delete mgmt-ifacein-band

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/server /chassis/server/cimc
# commit-buffer

ステップ 4

サービスプロファイルの設定
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例

次に、server 1の chassis1から in-bandという名前の管理インターフェイスを削除し、
トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # scope cimc
UCS-A /chassis/server/cimc # delete mgmt-iface in-band
UCS-A /chassis/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A /chassis/server/cimc #

サービスプロファイルテンプレート

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、/を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたサービスプロファイルテン

プレートを作成し、組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # create service-profile
profile-name {initial-template |
updating-template}

ステップ 2

このサービスプロファイルテンプレー

トを識別する一意の profile-nameを入
力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を
使用できます。-（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および
.（ピリオド）は使用できますが、それ
以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。この名前は、同じ組織内のす

べてのサービスプロファイルおよび

サービスプロファイルテンプレートで

一意であることが必要です。

指定された BIOSポリシーをサービス
プロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
bios-policy policy-name

ステップ 3

指定されたブートポリシーをサービス

プロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
boot-policy policy-name

ステップ 4

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイルに説明を記入し

ます。

（任意）UCS-A /org/service-profile # set
descr description

ステップ 5

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

指定されたダイナミック vNIC接続ポ
リシーをサービスプロファイルに関連

付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
dynamic-vnic-conn-policy policy-name

ステップ 6

管理 IPアドレスをサービスプロファ
イルに割り当てる方法を指定します。

UCS-A /org/service-profile # set
ext-mgmt-ip-state {none | pooled}

ステップ 7

次のオプションを使用して管理 IPアド
レスポリシーを設定できます。

• [None]：サービスプロファイルに
は IPアドレスが割り当てられませ
ん。

• [Pooled]：サービスプロファイル
には、管理 IPプールから IPアド
レスが割り当てられます。

サービスプロファイルテン

プレートの管理 IPアドレス
を staticに設定すると、エ
ラーが発生します。

（注）

指定されたホストファームウェアポリ

シーをサービスプロファイルに関連付

けます。

UCS-A /org/service-profile # set
host-fw-policy policy-name

ステップ 8

サーバが UUIDまたはWWNNを取得
する方法を指定します。次のいずれか

を実行できます。

UCS-A /org/service-profile # set identity
{dynamic-uuid {uuid | derived} |
dynamic-wwnn {wwnn | derived} |
uuid-pool pool-name | wwnn-pool
pool-name}

ステップ 9

•一意の UUIDを
nnnnnnnn-nnnn-nnnn-nnnnnnnnnnnn
形式で作成する。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

•製造時にハードウェアに焼き付け
られた UUIDを取得する。

• UUIDプールを使用する。

•一意のWWNNを hh : hh : hh
: hh : hh : hh : hh : hh
の形式で作成します。

•製造時にハードウェアに焼き付け
られたWWNNを取得する。

• WWNNプールを使用する。

指定された IPMIアクセスプロファイ
ルをサービスプロファイルに関連付け

ます。

UCS-A /org/service-profile # set
ipmi-access-profile profile-name

ステップ 10

サービスプロファイルに指定された

LAN接続ポリシーを関連付けます。
UCS-A /org/service-profile # set
lan-connectivity-policy-name policy-name

ステップ 11

LAN接続ポリシーとローカル
で作成された vNICを同じ
サービスプロファイルに含め

ることはできません。LAN接
続ポリシーをサービスプロ

ファイルに追加すると、すべ

ての既存の vNIC設定が消去
されます。

（注）

指定されたローカルディスクポリシー

をサービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set
local-disk-policy policy-name

ステップ 12

指定されたメンテナンスポリシーを

サービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set
maint-policy policy-name

ステップ 13

指定された管理ファームウェアポリ

シーをサービスプロファイルに関連付

けます。

UCS-A /org/service-profile # set
mgmt-fw-policy policy-name

ステップ 14

指定された電源管理ポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
power-control-policy policy-name

ステップ 15

指定されたSAN接続ポリシーをサービ
スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
san-connectivity-policy-name policy-name

ステップ 16

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

SAN接続ポリシーとローカル
で作成された vHBAを同じ
サービスプロファイルに含め

ることはできません。SAN接
続ポリシーをサービスプロ

ファイルに追加すると、すべ

ての既存のvHBA設定が消去
されます。

（注）

指定されたスクラブポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
scrub-policy policy-name

ステップ 17

指定した Serial over LANポリシーを
サービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set sol-policy
policy-name

ステップ 18

指定された統計情報ポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
stats-policy policy-name

ステップ 19

サービスプロファイルに関連付けられ

たユーザラベルを指定します。

UCS-A /org/service-profile # set user-label
label-name

ステップ 20

指定された vConに選択プリファレン
スを指定します。

UCS-A /org/service-profile # set vcon {1
| 2} selection {all | assigned-only |
exclude-dynamic | exclude-unassigned}

ステップ 21

指定された vNIC/vHBA配置プロファ
イルをサービスプロファイルに関連付

けます。

UCS-A /org/service-profile # set
vcon-profile policy-name

ステップ 22

サービスプロファイルに

vNIC/vHBA配置プロファイ
ルを割り当てるか、または

サービスプロファイルに

vCon選択プリファレンスを
設定することができますが、

両方を実行する必要はありま

せん。

（注）

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 23

サービスプロファイルの設定
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例

次の例は、サービスプロファイルテンプレートを作成してトランザクションをコミッ

トする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create service-profile ServTemp2 updating-template
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy biospol1
UCS-A /org/service-profile* # set boot-policy bootpol32
UCS-A /org/service-profile* # set descr "This is a service profile example."
UCS-A /org/service-profile* # set dynamic-vnic-conn-policy mydynvnicconnpolicy
UCS-A /org/service-profile* # set ext-mgmt-ip-state pooled
UCS-A /org/service-profile* # set host-fw-policy ipmi-user987
UCS-A /org/service-profile* # set identity dynamic-uuid derived
UCS-A /org/service-profile* # set ipmi-access-profile ipmiProf16
UCS-A /org/service-profile* # set local-disk-policy localdiskpol33
UCS-A /org/service-profile* # set maint-policy maintpol4
UCS-A /org/service-profile* # set mgmt-fw-policy mgmtfwpol75
UCS-A /org/service-profile* # set power-control-policy powcontrpol13
UCS-A /org/service-profile* # set scrub-policy scrubpol55
UCS-A /org/service-profile* # set sol-policy solpol2
UCS-A /org/service-profile* # set stats-policy statspol4
UCS-A /org/service-profile* # set user-label mylabel
UCS-A /org/service-profile* # vcon-policy myvconnpolicy
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

次のタスク

•（任意）サービスプロファイルのブート定義を設定します。サービスプロファイルにブー
トポリシーが関連付けられていない場合に限り、このオプションを使用します。

•サービスプロファイルテンプレートからサービスプロファイルインスタンスを作成しま
す。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルイ

ンスタンスの作成

始める前に

サービスプロファイルのインスタンスの作成元になるサービスプロファイルテンプレートが

あることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定したサービスプロファイルインス

タンスを作成し、組織サービスプロファ

イルモードを開始します。

UCS-A /org # create service-profile
profile-name instance

ステップ 2

このサービスプロファイルテンプレー

トを識別する一意の profile-nameを入力
します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を
使用できます。-（ハイフン）、_（アン
ダースコア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）は使用できますが、それ以

外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。この名前は、同じ組織内のすべての

サービスプロファイルおよびサービス

プロファイルテンプレートで一意であ

ることが必要です。

元になるサービスプロファイルテンプ

レートを指定してサービスプロファイ

UCS-A /org/service-profile # set
src-templ-name profile-name

ステップ 3

ルインスタンスに適用します。サービ

スプロファイルテンプレートからのす

べての設定が、サービスプロファイル

インスタンスに適用されます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次の例は、ServProf34という名前のサービスプロファイルインスタンスを作成し、
ServTemp2という名前のサービスプロファイルテンプレートを適用し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create service-profile ServProf34 instance
UCS-A /org/service-profile* # set src-templ-name ServTemp2
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

次のタスク

サーバ、ラックサーバ、またはサーバプールにサービスプロファイルを関連付けます。

サービスプロファイルの設定
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サービスプロファイルタスク

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前の
まま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプ
ロファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定されたサービスプロファイルの名

前を変更します。

UCS-A /org/service-profile # rename-to
new-profile-name

ステップ 3

このコマンドを入力すると、CLIセッ
ションのコミットされていないすべての

変更が失われることがあるという警告が

されます。続行するには確認のため y
を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を
使用できます。-（ハイフン）、_（アン
ダースコア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）は使用できますが、それ以

外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。この名前は、同じ組織内のすべての

サービスプロファイルおよびサービス

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

プロファイルテンプレートで一意であ

ることが必要です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/ #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、ServInst90から ServZoned90にサービスプロファイル名を変更し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # rename-to ServZoned90
Rename is a standalone operation. You may lose any uncommitted changes in this CLI
session.
Do you want to continue? (yes/no): y
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

ハードウェアベースのサービスプロファイルの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルインス

タンスを作成し、組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # create service-profile
profile-name instance

ステップ 2

このサービスプロファイルを特定する

一意の profile-nameを入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を
使用できます。-（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および
.（ピリオド）は使用できますが、それ
以外の特殊文字とスペースは使用でき

ません。この名前は、同じ組織内のす

べてのサービスプロファイルおよび

サービスプロファイルテンプレートで

一意であることが必要です。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定された BIOSポリシーをサービス
プロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
bios-policy policy-name

ステップ 3

指定されたブートポリシーをサービス

プロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
boot-policy policy-name

ステップ 4

サービスプロファイルに説明を記入し

ます。

（任意）UCS-A /org/service-profile # set
descr description

ステップ 5

説明にスペース、特殊文字、

または句読点が含まれている

場合、説明の前後に引用符を

付ける必要があります。引用

符は、 show コマンド出力の
説明フィールドには表示され

ません。

（注）

指定されたダイナミック vNIC接続ポ
リシーをサービスプロファイルに関連

付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
dynamic-vnic-conn-policy policy-name

ステップ 6

管理 IPアドレスをサービスプロファ
イルに割り当てる方法を指定します。

UCS-A /org/service-profile # set
ext-mgmt-ip-state {none | pooled | static}

ステップ 7

次のオプションを使用して管理 IPアド
レスポリシーを設定できます。

• [None]：サービスプロファイルに
は IPアドレスが割り当てられませ
ん。

• [Pooled]：サービスプロファイル
には、管理 IPプールから IPアド
レスが割り当てられます。

• [Static]：サービスプロファイルに
は、設定されたスタティック IPア
ドレスが割り当てられます。

指定されたホスト転送ポリシーをサー

ビスプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
host-fw-policy ipmi-user-name

ステップ 8

サーバが UUIDまたはWWNNを取得
する方法を指定します。次のいずれか

を実行できます。

UCS-A /org/service-profile # set identity
{dynamic-uuid {uuid | derived} |
dynamic-wwnn {wwnn | derived} |
uuid-pool pool-name | wwnn-pool
pool-name}

ステップ 9

サービスプロファイルの設定

21

サービスプロファイルの設定

ハードウェアベースのサービスプロファイルの作成



目的コマンドまたはアクション

•一意の UUIDを
nnnnnnnn-nnnn-nnnn-nnnnnnnnnnnn
形式で作成する。

•製造時にハードウェアに焼き付け
られた UUIDを取得する。

• UUIDプールを使用する。

•一意のWWNNを hh : hh : hh
: hh : hh : hh : hh : hh
の形式で作成します。

•製造時にハードウェアに焼き付け
られたWWNNを取得する。

• WWNNプールを使用する。

指定された IPMIアクセスプロファイ
ルをサービスプロファイルに関連付け

ます。

UCS-A /org/service-profile # set
ipmi-access-profile profile-name

ステップ 10

指定されたローカルディスクポリシー

をサービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set
local-disk-policy policy-name

ステップ 11

指定されたメンテナンスポリシーを

サービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set
maint-policy policy-name

ステップ 12

指定された管理転送ポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
mgmt-fw-policy policy-name

ステップ 13

指定された電源管理ポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
power-control-policy policy-name

ステップ 14

指定されたスクラブポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
scrub-policy policy-name

ステップ 15

指定した Serial over LANポリシーを
サービスプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set sol-policy
policy-name

ステップ 16

指定された統計情報ポリシーをサービ

スプロファイルに関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
stats-policy policy-name

ステップ 17

サービスプロファイルに関連付けられ

たユーザラベルを指定します。

UCS-A /org/service-profile # set user-label
label-name

ステップ 18

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定された vConに選択プリファレン
スを指定します。

UCS-A /org/service-profile # set vcon {1
| 2} selection {all | assigned-only |
exclude-dynamic | exclude-unassigned}

ステップ 19

指定された vNIC/vHBA配置ポリシー
をサーバプロファイルに関連付けま

す。

UCS-A /org/service-profile # set
vcon-policy policy-name

ステップ 20

サービスプロファイルに

vNIC/vHBA配置プロファイ
ルを割り当てるか、または

サービスプロファイルに

vCon選択プリファレンスを
設定することができますが、

両方を実行する必要はありま

せん。

（注）

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 21

例

次の例は、サービスプロファイルインスタンスを作成してトランザクションをコミッ

トします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create service-profile ServInst90 instance
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy biospol1
UCS-A /org/service-profile* # set boot-policy bootpol32
UCS-A /org/service-profile* # set descr "This is a service profile example."
UCS-A /org/service-profile* # set ext-mgmt-ip-state pooled
UCS-A /org/service-profile* # set host-fw-policy ipmi-user987
UCS-A /org/service-profile* # set identity dynamic-uuid derived
UCS-A /org/service-profile* # set ipmi-access-profile ipmiProf16
UCS-A /org/service-profile* # set local-disk-policy localdiskpol33
UCS-A /org/service-profile* # set maint-policy maintpol4
UCS-A /org/service-profile* # set mgmt-fw-policy mgmtfwpol75
UCS-A /org/service-profile* # set power-control-policy powcontrpol13
UCS-A /org/service-profile* # set scrub-policy scrubpol55
UCS-A /org/service-profile* # set sol-policy solpol2
UCS-A /org/service-profile* # set stats-policy statspol4
UCS-A /org/service-profile* # set user-label mylabel
UCS-A /org/service-profile* # vcon-policy myvconnpolicy
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

次のタスク

•（任意）サービスプロファイルのブート定義を設定します。サービスプロファイルにブー
トポリシーが関連付けられていない場合に限り、このオプションを使用します。

サービスプロファイルの設定
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•ブレードサーバ、サーバプール、ラックサーバとサービスプロファイルを関連付けま
す。

サービスプロファイルでの vNICペアの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして「org」を入力します。

UCS-A /org # scope org-nameステップ 1

vNICペアを作成するサービスプロファ
イルの名前を入力します。

UCS-A /org # scope service-profile service
profile name

ステップ 2

冗長ペアを作成する vNICに名前を割り
当てます。

UCS-A /org # scope service-profile create
vnic eth0

ステップ 3

サービスプロファイルレベルで vNIC
ペアを作成するため、セカンダリ vNIC

UCS-A /org/service-profile/vnic* # set
template-namevNIC-primary

ステップ 4

テンプレートにリンクできるプライマリ

vNICテンプレートを使用するように指
定します。

vNICペアを作成するために使用するプ
ライマリ vNICテンプレートを終了しま
す。

UCS-A /org/service-profile/vnic* # exitステップ 5

vNIC eth0にリンクするのに、
ピアvNICを作成できるように
なりました。vNICペアを作成
するため、vNIC eth0を vNIC
eth1にリンクした後、トラン
ザクションのコミットを確認

します。

（注）

vNIC eth0にリンクするペアを作成する
ために、ピア vNICを作成する vNICに
名前を割り当てます。

UCS-A /org/service-profile # create vnic
eth1

ステップ 6

サービスプロファイルレベルで使用で

きる vNICペアを作成するため、セカン
UCS-A /org/service-profile/vnic* set
template-name vNIC secondary

ステップ 7

ダリ vNICテンプレートをピアテンプ
レートとしてプライマリ vNICテンプ
レートに使用するように指定します。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

vNICペアを作成するために使用するセ
カンダリ vNICテンプレートを終了しま
す。

UCS-A /org/service-profile/vnic* # exitステップ 8

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile* #
commit-buffer

ステップ 9

例

次に、サービスプロファイルからvNIC冗長ペアを作成し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # scope service-profile test-sp
UCS-A /org/service-profile # create vNIC eth0
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set template-name vNIC-primary
UCS-A /org/service-profile/vnic* # exit
UCS-A /org/service-profile* # create vNIC eth1
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set template-name vNIC-secondary
UCS-A /org/service-profile/vnic* # exit
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

サービスプロファイルの vNICの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、/を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定したサービスプロファイルのvNIC
を作成し、組織サービスプロファイル

の vNICモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # create vnic
vnic-name [eth-if eth-if-name] [fabric {a |
b}]

ステップ 3

vNICに使用するアダプタポリシーを
指定します。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
adapter-policy policy-name

ステップ 4

vNICに使用するファブリックを指定し
ます。vNICテンプレートを作成すると

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
fabric {a | a-b | b | b-a}

ステップ 5

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

きにステップ 3でファブリックを指定
しなかった場合、このコマンドで指定

するオプションがあります。

デフォルトのファブリックインターコ

ネクトが使用できない場合に、この

vNICが第 2のファブリックインター
コネクトにアクセスできるようにする

には、a-b（Aがプライマリ）または
b-a（Bがプライマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICの
ファブリックフェールオー

バーを有効にしないでくださ

い。

• Cisco UCSドメインが
イーサネットスイッチ

モードで動作している場

合、そのモードでは

vNICファブリック
フェールオーバーがサ

ポートされません。1つ
のファブリックインター

コネクト上のすべての

イーサネットアップリン

クが障害になった場合、

vNICは他のイーサネッ
トアップリンクにフェー

ルオーバーしません。

• Cisco UCS 82598KR-CI
10-Gigabit Ethernet
Adapterなど、ファブ
リックフェールオーバー

をサポートしないアダプ

タがあるサーバにこの

vNICを関連付ける予定
である場合。選択した場

合、サービスプロファイ

ルとサーバとのアソシ

エーションを形成したと

きに、CiscoUCSManager
により、設定エラーが生

成されます。

（注）

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

vNICの ID（MACアドレス）を指定し
ます。次のいずれかのオプションを使

用して識別を設定できます。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
identity {dynamic-mac {mac-addr |
derived} |mac-pool mac-pool-name}

ステップ 6

•一意のMACアドレスを nn : nn
: nn : nn : nn : nnの形式で
作成します。

•製造時にハードウェアに焼き付け
られたMACアドレスを取得する。

• MACプールからMACアドレスを
割り当てる。

この vNICで受け入れられる最大伝送
単位、つまりパケットサイズ。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set mtu
size-num

ステップ 7

1500～ 9216の範囲の整数を入力しま
す。

vNICに対応する QoSポリ
シーがある場合、ここで指定

したMTUは、関連付けられ
た QoSシステムクラスで指
定されたMTUと同等以下で
なければなりません。この

MTU値がQoSシステムクラ
スのMTU値を超えている場
合、データ転送中にパケット

がドロップされる可能性があ

ります。

（注）

vNICによって使用されるネットワーク
制御ポリシー。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
nw-control-policy policy-name

ステップ 8

vNICに相対順序を指定します。UCS-A /org/service-profile/vnic # set
order {order-num | unspecified}

ステップ 9

vNICによって使用される LANピング
ループ。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
pin-group group-name

ステップ 10

vNICによって使用されるサービスポ
リシーの品質。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
qos-policy policy-name

ステップ 11

vNICによって使用される統計情報収集
ポリシー。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
stats-policy policy-name

ステップ 12

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

ダイナミック vNIC接続ポリシーを
vNICに使用するように指定します。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
template-name policy-name

ステップ 13

指定された vConに vNICを割り当てま
す。Cisco UCS Managerが自動で vNIC

UCS-A /org/service-profile/vnic # set vcon
{1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 14

を割り当てるようにするには、 any
キーワードを使用します。

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 15

例

次の例は、サービスプロファイルの vNICを設定し、トランザクションをコミットし
ます。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # create vnic vnic3 fabric a
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set fabric a-b
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set identity mac-pool MacPool3
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set mtu 8900
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set order 0
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set pin-group EthPinGroup12
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set template-name VnicConnPol3
UCS-A /org/service-profile/vnic* # set set vcon any
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vnic #

サービスプロファイルの vHBAの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

指定したサービスプロファイル用の

vHBAを作成し、組織サービスプロ
UCS-A /org/service-profile # create vhba
vhba-name [fabric {a | b}] [fc-if fc-if-name]

ステップ 3

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

ファイルの vHBAモードを開始しま
す。

vHBAに対し使用するアダプタポリ
シーを指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
adapter-policy policy-name

ステップ 4

vHBAを 1つまたはすべての仮想ネッ
トワークインターフェイス接続に割り

当てます。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
admin-vcon {1 | 2 | any}

ステップ 5

vHBAのWWPNを指定します。UCS-A /org/service-profile/vhba # set
identity {dynamic-wwpn {wwpn |
derived} | wwpn-pool wwn-pool-name}

ステップ 6

次のいずれかのオプションを使用して

ストレージ IDを設定できます。

•一意のWWPNを
hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh形式で作成
します。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00
～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは
50:00:00:00:00:00:00:00～
5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内
で指定できます。

WWPNにCiscoMDSファイバチャ
ネルスイッチと互換性を持たせる

場合は、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用
します。

•製造時にハードウェアに焼き付け
られたWWPNからWWPN取得す
る。

• WWNプールからWWPNを割り当
てる。

vHBAがサポートするファイバチャネ
ルフレームペイロードの最大サイズ

（バイト数）を指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
max-field-size size-num

ステップ 7

vHBAの PCIスキャン順序を指定しま
す。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
order {order-num | unspecified}

ステップ 8

ファイバチャネルターゲットに対する

永続的なバインディングを無効または

有効にします。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
pers-bind {disabled | enabled}

ステップ 9

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

vHBAに使用する SANピングループ
を指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
pin-group group-name

ステップ 10

vHBAに対し使用する QoSポリシーを
指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
qos-policy policy-name

ステップ 11

vHBAに使用する統計情報しきい値ポ
リシーを指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
stats-policy policy-name

ステップ 12

vHBAに使用する vHBAテンプレート
を指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
template-name policy-name

ステップ 13

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/service-profile/vhba #
commit-buffer

ステップ 14

例

次に、サービスプロファイル用の vHBAを設定し、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # create vhba vhba3 fabric b
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set admin-vcon any
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set identity wwpn-pool SanPool7
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set max-field-size 2112
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set order 0
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set pers-bind enabled
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set pin-group FcPinGroup12
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/service-profile/vhba* # set template-name SanConnPol3
UCS-A /org/service-profile/vhba* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vhba #

サービスプロファイルのローカルディスクの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルのローカルディ

スク設定を作成し、組織サービスプロ

UCS-A /org/service-profile # create
local-disk-config

ステップ 3

ファイルのローカルディスクコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

ローカルディスク設定に説明を記入し

ます。

（任意） UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config # set
descr description

ステップ 4

ローカルディスクのモードを指定しま

す。

UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config # set
mode {any-configuration |

ステップ 5

no-local-storage | no-raid | raid-0-striped
| raid-1-mirrored | raid-5-striped-parity
| raid-6-striped-dual-parity |
raid-10-mirrored-and-striped}

ローカルディスクのパーティションを

作成し、組織サービスプロファイルの

UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config #
create partition

ステップ 6

ローカルディスク設定パーティション

モードを開始します。

パーティションの説明を記します。（任意） UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config/partition
# set descr description

ステップ 7

パーティションのサイズをMB単位で
指定します。

UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config/partition
# set size {size-num | unspecified}

ステップ 8

パーティションタイプを指定します。UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config/partition

ステップ 9

# set type {ext2 | ext3 | fat32 | none | ntfs
| swap}

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/org/service-profile/local-disk-config/partition
# commit-buffer

ステップ 10

例

次の例は、サービスプロファイルのローカルディスクを設定し、トランザクションを

コミットします。
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UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # scope boot-definition
UCS-A /org/service-profile # create local-disk-config
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config* # set mode raid-1-mirrored
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config* # create partition
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config/partition* # set size 1000000
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config/partition* # set type ntfs
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config/partition* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/local-disk-config/partition #

サービスプロファイルの Serial over LANの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルのSerial overLAN
設定を作成し、組織サービスプロファ

UCS-A /org/service-profile # create
sol-config

ステップ 3

イルのSoLコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

サービスプロファイルのSerial overLAN
設定を無効または有効にします。

UCS-A /org/service-profile/sol-config #
{disable | enable}

ステップ 4

Serial over LAN設定に説明を加えます。（任意） UCS-A
/org/service-profile/sol-config # set descr
description

ステップ 5

シリアルボーレートを指定します。UCS-A /org/service-profile/sol-config # set
speed {115200 | 19200 | 38400 | 57600 |
9600}

ステップ 6

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/sol-config #
commit-buffer

ステップ 7

例

次の例は、ServInst90という名前のサービスプロファイルにSerial over LANを設定し、
トランザクションをコミットします。
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UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # create sol-config
UCS-A /org/service-profile/sol-config* # enable
UCS-A /org/service-profile/sol-config* # set descr "Sets serial over LAN to 9600 baud."
UCS-A /org/service-profile/sol-config* # set speed 9600
UCS-A /org/service-profile/sol-config* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/sol-config #

サービスプロファイルのアソシエーション

ブレードサーバまたはサーバプールとのサービスプロファイルの関

連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルを単一のサーバ

に関連付けます。または、指定したサー

UCS-A /org/service-profile # associate {
server chassis-id / slot-id | server-pool
pool-name qualifier} [restrict-migration]

ステップ 3

バプールポリシー資格情報を使用し

て、指定したサーバプールに関連付け

ます。

オプションの restrict-migrationキーワー
ドを追加すると、サービスプロファイ

ルは別のサーバに移行されません。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

サービスプロファイルの設定
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例

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルとシャーシ1のスロット4のサー
バを関連付け、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile* # associate server 1/4
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

サービスプロファイルとラックサーバの関連付け

作成時にサービスプロファイルをラックサーバを関連付けなかった場合、またはサービスプ

ロファイルを関連付けるラックサーバを変更する場合には、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルと指定したラッ

クサーバを関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # associate
server serv-id [restrict-migration]

ステップ 3

オプションの restrict-migrationコマンド
を追加すると、サービスプロファイル

は別のサーバに移行されません。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルとラックサーバ 1を関連付け、
トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile* # associate server 1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #
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サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

この手順では、サービスプロファイルとブレードサーバ、ラックサーバ、またはサーバプー

ルの関連付け解除について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルとサーバまたは

サーバプールの関連付けを解除します。

UCS-A /org/service-profile # disassociateステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルとサーバの関連付けを解除し、
トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile # disassociate
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

サービスプロファイルのブート定義

サービスプロファイルのブート定義の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルのブート定義を

作成し、組織サービスプロファイルの

ブート定義モードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # create
boot-definition

ステップ 3

ブート定義の説明を記入します。（任意） UCS-A
/org/service-profile/boot-definition # set
descr description

ステップ 4

ブート順に変更を加えた後に、このブー

ト定義を使用するすべてのサーバを自動

（任意） UCS-A
/org/service-profile/boot-definition # set
reboot-on-update {no | yes}

ステップ 5

的にリブートするかどうかを指定しま

す。デフォルトでは、reboot on updateオ
プションは無効になっています。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/boot-definition
# commit-buffer

ステップ 6

例

次の例は、サービスプロファイルのブート定義を設定し、トランザクションをコミッ

トします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # create boot-definition
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # set descr "This boot definition reboots
on update."
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # set reboot-on-update yes
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/boot-definition #

次のタスク

次の 1つ以上のオプションをブート定義に設定し、ブート順序を設定します。

• LAN Boot：中央集中型プロビジョニングサーバからブートします。これは、このサーバ
から、別のサーバ上にオペレーティングシステムをインストールするためによく使用され

ます。

LAN Bootオプションを選択した場合は、サービスプロファイルブート定義の LANブー
トの設定 （37ページ）に進みます。

• Storage Boot：SAN上のオペレーティングシステムイメージからブートします。プライ
マリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場合、
サーバはセカンダリからのブートを試行します。
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システムに最高のサービスプロファイルモビリティを提供する SANブートの使用を推奨
します。SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファイル
を移動すると、移動後のサーバは、まったく同じオペレーティングシステムイメージか

らブートします。したがって、ネットワークからは、この新しいサーバはまったく同じ

サーバと認識されます。

Storage Bootオプションを選択した場合は、サービスプロファイルブート定義のストレー
ジブートの設定 （38ページ）に進みます。

• Virtual Media Boot：サーバへの物理 CDの挿入を模倣します。これは通常、サーバ上に
オペレーティングシステムを手動でインストールする場合に使用されます。

Virtual Media Bootオプションを選択した場合は、サービスプロファイルブート定義の仮
想メディアブートの設定 （40ページ）に進みます。

サービスプロファイルブート定義の LANブートの設定

始める前に

サービスプロファイルのブート定義を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

組織サービスプロファイルのブート定

義モードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope
boot-definition

ステップ 3

サービスプロファイルのブート定義に

LANブートを作成し、サービスプロ
UCS-A /org/service-profile/boot-definition
# create lan

ステップ 4

ファイルのブート定義 LANモードを開
始します。

LANブートのブート順序を指定します。UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/lan # set
order {1 | 2 | 3 | 4}

ステップ 5

プライマリまたはセカンダリ LANブー
トパスを作成し、サービスプロファイ

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/lan #
create path {primary | secondary}

ステップ 6

ルのブート定義LANパスモードを開始
します。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

LANイメージパスに使用する vNICを
指定します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/lan/path
# set vnic vnic-name

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/lan/path
# commit-buffer

ステップ 8

例

次の例は、ServInst90という名前のサービスプロファイルに入り、サービスプロファ
イルのブート定義に LANブートを作成し、ブート順序を 2に設定して、プライマリ
パスを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # scope boot-definition
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # create lan
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/lan* # set order 2
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/lan* # create path primary
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/lan/path* # set vnic vnic3
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/lan/path* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/lan/path #

サービスプロファイルブート定義のストレージブートの設定

始める前に

サービスプロファイルのブート定義を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するに

は、 org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

組織サービスプロファイルのブート定

義モードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope
boot-definition

ステップ 3

サービスプロファイルのブート定義に

ストレージブートを作成し、サービス

UCS-A /org/service-profile/boot-definition
# create storage

ステップ 4

プロファイルのブート定義ストレージ

モードを開始します。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

ストレージブートのブート順序を指定

します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage
# set order {1 | 2 | 3 | 4}

ステップ 5

ローカルストレージブートまたはSAN
イメージブートを作成します。SANイ

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage
# create {local | san-image {primary |
secondary}}

ステップ 6

メージブートが作成されると、サービ

スプロファイルのブート定義ストレー

ジSANイメージモードを開始します。

プライマリまたはセカンダリ SANイ
メージパスを作成し、サービスプロ

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage/san-image
# create path {primary | secondary}

ステップ 7

ファイルのブート定義ストレージSAN
イメージパスモードを開始します。

CiscoUCSM3サーバ、またはM4サーバ
で拡張ブート順序を使用する場合は、

定義したブート順序が使用されます。

標準ブートモードでは、「プライマ

リ」、「セカンダリ」という用語が使

用されている場合これはブート順序を

示すものではありません。同じデバイ

スクラス内での実際のブート順序は、

PCIeバススキャン順序により決定され
ます。

SANイメージパスに使用される LUN
を指定します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path
# set lun lun-num

ステップ 8

SANイメージパスに使用される vHBA
を指定します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path
# set vhba vhba-name

ステップ 9

SANイメージパスに使用されるWWN
を指定します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path
# set wwn wwn-num

ステップ 10

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path
# commit-buffer

ステップ 11

例

次の例は、ServInst90という名前のサービスプロファイルに入り、サービスプロファ
イルのブート定義にストレージブートを作成し、ブート順序を 2に設定して、プライ
マリパスを作成し、トランザクションをコミットします。

サービスプロファイルの設定

39

サービスプロファイルの設定

サービスプロファイルブート定義のストレージブートの設定



UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # scope boot-definition
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # create storage
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage* # create san-image primary
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage* # set order 2
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image* # create path primary
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path* # set lun 27512
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path* # set vhba vhba3
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path* # set wwn
20:00:00:00:20:00:00:23
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/storage/san-image/path #

サービスプロファイルブート定義の仮想メディアブートの設定

始める前に

サービスプロファイルのブート定義を設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

組織サービスプロファイルのブート定

義モードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope
boot-definition

ステップ 3

サービスプロファイルブート定義に読

み取り専用または読み取りと書き込みの

UCS-A /org/service-profile/boot-definition
# create virtual-media {read-only |
read-write}

ステップ 4

仮想メディアブートを作成し、サービ

スプロファイルのブート定義仮想メディ

アモードを開始します。

仮想メディアブートのブート順序を指

定します。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/virtual-media
# set order {1 | 2 | 3 | 4}

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A
/org/service-profile/boot-definition/virtual-media
# commit-buffer

ステップ 6
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例

次の例は、ServInst90という名前のサービスプロファイルに入り、サービスプロファ
イルのブート定義に読み取り専用権限で仮想メディアブートを作成し、ブート順序を

3に設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile* # scope boot-definition
UCS-A /org/service-profile/boot-definition* # create virtual-media read-only
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/virtual-media* # set order 3
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/virtual-media* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/boot-definition/virtual-media #

サービスプロファイルのブート定義の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスで組織サービスプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

サービスプロファイルのブート定義を

削除します。

UCS-A /org/service-profile # delete
boot-definition

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、サービスプロファイルのブート定義を削除し、トランザクションをコミットす

る例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # delete boot-definition
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #
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サービスプロファイルのファイバチャネルゾーン分割

既存のストレージ接続ポリシーでの vHBAイニシエータグループの設
定

この手順では、既存のグローバルファイバチャネルストレージ接続ポリシーを使用すると想

定されています。このサービスプロファイルに対してのみストレージ接続ポリシー定義を作成

する場合は、ローカルストレージ接続ポリシー定義を持つ vHBAイニシエータグループの設
定（43ページ）を参照してください。

すべてのサービスプロファイルで使用できるグローバルファイバチャネルストレージ接続ポ

リシーを作成する方法については、「Creating a Fibre Channel Storage Connection Policy」を参照
してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

ファイバチャネルゾーン分割の指定イ

ニシエータグループを作成し、サービ

UCS-A /org/service-profile # create
initiator-group group-name

ステップ 3

スプロファイルのイニシエータグルー

プモードを開始します。

イニシエータグループの指定 vHBAイ
ニシエータを作成します。

UCS-A /org/service-profile/initiator-group
# create initiator vhba-name

ステップ 4

必要に応じて、この手順を繰り返しグ

ループに2番めのvHBAを追加します。

サービスプロファイルに指定されたス

トレージ接続ポリシーを関連付けます。

UCS-A /org/service-profile/initiator-group
# set storage-connection-policy
policy-name

ステップ 5

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 6
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例

次の例では、ServInst90という名前のサービスプロファイルに対し 2つの vHBAイニ
シエータを持つ initGroupZone1という名前の vHBAイニシエータグループを設定し、
既存のファイバチャネルストレージ接続ポリシーを保持し、トランザクションをコ

ミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # create initiator-group initGroupZone1
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # create initiator vhba1
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # create initiator vhba2
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # set storage-connection-policy scpolicyZone1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

ローカルストレージ接続ポリシー定義を持つ vHBAイニシエータグ
ループの設定

この手順では、サービスプロファイルにローカルファイバチャネルストレージ接続ポリシー

を作成すると想定しています。既存のストレージ接続ポリシーを使用する場合は、既存のスト

レージ接続ポリシーでの vHBAイニシエータグループの設定（42ページ）を参照してくだ
さい。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-name に / を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルで組織

サービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

ファイバチャネルゾーン分割の指定イ

ニシエータグループを作成し、サービ

UCS-A /org/service-profile # create
initiator-group group-name

ステップ 3

スプロファイルのイニシエータグルー

プモードを開始します。

vHBAイニシエータグループの指定
vHBAイニシエータを作成します。

UCS-A /org/service-profile/initiator-group
# create initiator vhba-name

ステップ 4

必要に応じて、この手順を繰り返しグ

ループに2番めのvHBAを追加します。

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

指定したストレージ接続ポリシー定義を

作成し、ストレージ接続定義モードを開

始します。

UCS-A /org/service-profile/initiator-group
# create storage-connection-def
policy-name

ステップ 5

指定されたWWPNを持つストレージ
ターゲットエンドポイントを作成し、

UCS-A
/org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def
# create storage-target wwpn

ステップ 6

ストレージターゲットモードを開始し

ます。

ターゲットエンドポイントとの通信に

使用するファブリックインターコネク

トを指定します。

UCS-A
/org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def/storage-target
# set target-path {a | b}

ステップ 7

ターゲットエンドポイントとの通信に

使用する VSANを指定します。
UCS-A
/org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def/storage-target
# set target-vsan vsan

ステップ 8

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/initiator-group
# commit-buffer

ステップ 9

例

次の例では、ServInst90という名前のサービスプロファイルに対し 2つの vHBAイニ
シエータを持つ initGroupZone1という名前の vHBAイニシエータグループを設定し、
scPolicyZone1という名前のローカルストレージ接続ポリシー定義を設定し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # create initiator-group initGroupZone1
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # create initiator vhba1
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # create initiator vhba2
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # create storage-connection-def scPolicyZone1
UCS-A /org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def* # create storage-target

20:10:20:30:40:50:60:70
UCS-A /org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def/storage-target* # set

target-path a
UCS-A /org/service-profile/initiator-group/storage-connection-def/storage-target* # set

target-vsan default
UCS-A /org/service-profile/initiator-group* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/initiator-group #
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サービスプロファイルテンプレートの管理

アセットタグ値の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、/
を org-nameとして入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定したサービスプロファイルのサー

ビスプロファイルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
sp-name

ステップ 2

サーバのアセットタグ名を指定します。UCS-A /org/service-profile # set asset-tag
value at-name

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile # commit bufferステップ 4

新しいアセットタグをBIOSで有効にす
るため、サーバを再起動します。

ステップ 5

例

次に、サーバにアセットタグを設定する例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # set asset-tag value EXAMPLE
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

サーバアセットタグの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

サービス名を入力します。UCS-A /org# scope server server-nameステップ 1

サーバアセットタグを表示します。UCS-A /chassis/server# show detailステップ 2

サービスプロファイルの設定
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例

次に、サーバのアセットタグを表示する例を示します。

UCS-A# scope server 1/5
UCS-A/chassis/server # show detail
Server:

Slot: 5
Name:
User Label:
Overall Status: Config
Oper Qualifier: N/A
Service Profile: asset-tag
Asset Tag: EXAMPLE
Association: Associated

サービスプロファイルに割り当てられた UUIDのサービスプロファイ
ルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられている UUIDサフィックスプー
ルを変更しても、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられている

UUIDは Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しく
サービスプロファイルに割り当てられたプールからUUIDを割り当て、関連付けられたサーバ
に反映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連
付けられたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、UUIDサフィックスプールから割り当てられた UUIDが含まれている。

• UUIDサフィックスプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プー
ル名が空でない場合。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

目的コマンドまたはアクション

UUIDをリセットする組織でコマンド
モードを開始します。システムにマルチ

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

テナント機能が含まれていない場合、

ルート組織モードに入るには、org-name
に / を入力します。

関連付けられたサーバの UUIDを別の
UUIDサフィックスプールにリセットす

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

る必要があるサービスプロファイルを

入力します。

サービスプロファイルの設定

46

サービスプロファイルの設定

サービスプロファイルに割り当てられた UUIDのサービスプロファイルテンプレートのプールからのリセット



目的コマンドまたはアクション

サービスプロファイルがプールから

UUIDを動的に取得するように指定しま
す。

UCS-A /org/service-profile # set identity
dynamic-uuid derived

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4

例

次に、サービスプロファイルのUUIDを別のUUIDサフィックスプールにリセットす
る例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # set identity dynamic-uuid derived
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #

vNICに割り当てられたMACアドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているMACアドレ
スはCiscoUCSManagerによって変更されません。CiscoUCSManagerを使用して、新しくサー
ビスプロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、関連付けられた
サーバに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファ
イルおよび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリ
セットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

目的コマンドまたはアクション

MACアドレスをリセットするサービス
プロファイルを含む組織でコマンドモー

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

ドを開始します。システムにマルチテナ

ント機能が含まれていない場合、ルート

サービスプロファイルの設定
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目的コマンドまたはアクション

組織モードに入るには、 org-name に /
を入力します。

関連するサーバのMACアドレスを別の
MACアドレスにリセットする必要があ

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

るサービスプロファイルでコマンド

モードを開始します。

MACアドレスをリセットする vNICで
コマンドモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vnic
vnic-name

ステップ 3

vNICがプールからMACアドレスを動
的に取得するように指定します。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
identity dynamic-mac derived

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 5

例

次に、サービスプロファイルでvNICのMACアドレスをリセットする例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # scope vnic dynamic-prot-001
UCS-A /org/service-profile/vnic # set identity dynamic-mac derived
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vnic #

vHBAに割り当てられたWWPNのサービスプロファイルテンプレート
のプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているWWPNは
Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、関連付けられたサーバに反映
させるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付け
られたサーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空で
ない場合。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

サービスプロファイルの設定

48

サービスプロファイルの設定

vHBAに割り当てられたWWPNのサービスプロファイルテンプレートのプールからのリセット



手順

目的コマンドまたはアクション

WWPNをリセットするサービスプロ
ファイルを含む組織でコマンドモード

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

を開始します。システムにマルチテナン

ト機能が含まれていない場合、ルート組

織モードに入るには、 org-name に / を
入力します。

WWPNをリセットする vHBAのサービ
スプロファイルを入力します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2

WWPNをリセットする vHBAでコマン
ドモードを開始します。

UCS-A /org/service-profile # scope vhba
vhba-name

ステップ 3

vHBAがプールからWWPNを動的に取
得するように指定します。

UCS-A /org/service-profile/vhba # set
identity dynamic-wwpn derived

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vhba #
commit-buffer

ステップ 5

例

次に、サービスプロファイルで vHBAのWWPNをリセットする例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServInst90
UCS-A /org/service-profile # scope vhba vhba3
UCS-A /org/service-profile/vhba # set identity dynamic-wwpn derived
UCS-A /org/service-profile/vhba* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile/vhba #
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